
申請者 千葉県野田市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

126,216千円
（125,216千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野（大項目） 地場産業支援関連事業

目的・効果

鉄道高架下に（仮称）高架下スポーツパークとして、３×３のバスケットボールコート及びスケートボードパークを整備する。また、プロバスケットボー
ルチームである千葉ジェッツふなばしと連携することで、多様な意見、成功事例を取り入れながらスポーツによるまちづくりを推進する。さらに、スポーツ
以外にも、チアリーダーによるダンス教室や健康体操教室等を行うことで、高架下を多様な使い方ができる空間として整備し、そこを訪れる方や地域
住民をつなぐことにより、「居心地が良く歩きたくなるまち」を目指すものである。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
・３×３バスケットボールパーク整備
コートは、プロバスケットボールチームの千葉ジェッツふなばし監修のデザインコート
とし、さらに、バスケットボールだけではなく、千葉ジェッツふなばしのチアリーダーによ
るダンス教室なども開催する。また、駅からバスケットボールをプレイしている様子が
見られるよう、駅自由通路とバスケットボールコートの仕切りを強化ガラスに変更す
ることで、自然と足が向くような施設とする。

・スケートボードパーク整備
近年競技人口が急増している3×3バスケットボールコートと併設することで、近
隣にはない複合施設とし、より多くの参加者、来訪者を呼び込む。

【ソフト事業】
・千葉ジェッツふなばしの選手やプロアスリートによるオープンイベント
（委託料）200千円 （報償費）50千円
・千葉ジェッツふなばしやプロアスリートによる各種運動教室の開催
（委託料）200千円 （報償費）50千円
【拠点整備事業】
・施設本体工事 118,556千円 ・トイレ設置工事 6,160千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①区画整理地内の土地利用面積（＋9,423㎡）
②駅乗降客数（+1,476人）③施設利用者数（＋12,000人）
④市内の地区運動会及びスポーツ教室参加者数（＋1,721人）
⑤健康・スポーツポイント事業の参加者数（+5,482人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.noda.chiba.jp/ku
rashi/kankyo/1037335/1050183.h
tml

事業概要：NODA CROSSPOINT（ノダ・クロスポイント）整備事業～バスケとスケボーのクロスする場所へ～

↑整備場所

→
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スケットボール
パーク


	スライド 1

